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【学校教育目標】 
より確かに より豊かに よりたくましく 伸びる ～新たな未来へ～ 

Team  Takayanishi   Let's  try！ 
 

 令和８年１月 

東広島市立高屋西小学校 
Team Takayanishi 

〒739-2125 
東広島市高屋町中島 582 番地 
電話:082-434-0003   FAX:082-434-0030 
e-mail: takayanishi-sho@city. 

higashihiroshima.hiroshima.jp 

 麗らかに令和８年が始まりました。本年もよろしくお願いいたしま 

す。厳寒の中での年始で、２日には積雪もあり、子どもたちは雪だる 

まを作ったことを話してくれました。 

新年を迎えるにあたって、本校の児童玄関には、大きな門松が子供 

たちを迎え入れてくれました。地域の方が作ってくださった門松で 

す。１月７日の後期後半始まりの会では、門松について話をしました。 

門松には松竹梅が使われており、不老長寿や繁栄を願うもので梅の花

は寒い冬に花を咲かせることから忍耐力や生命力の象徴とされてい

るそうです。 

「感謝」のキーワードのもと、残り３か月となった今年度のまとめ

をしっかり行っていきます。ご支援・ご協力をお願いします。 

校内に「相談窓口」を設置しています。相談を希望される場合には、教頭までご連絡ください。 

 

 

連絡先：高屋西小学校 082(434)0003 

素敵な学校に！！～委員会活動の紹介～ 

図書祭り～図書委員会～ 

 １２月下旬から図書委員の子供たちを中心に

図書祭りを行っています。読み聞かせやクイズ

ラリー、読書ビンゴなど全校の子供たちが読書

に関心をもてるような活動を取り入れたもので

連日、図書室は子供たちであふれています。 

 今年度の本校の重点取組に「読書の好きな児

童」の育成があります。本校の蔵書冊数は一万

冊以上になり、新刊図書も多数です。好きなジ

ャンルだけでなく、新しいジャンルの本にも興

味をもてるよう、学校全体で本に親しむことが

できる環境づくりを行っていきます 
 

ほっとたいむ 
 
 

        東洋道のそば、学校の南に 

ある「季節園」。昭和 26

年に「子供たちが自然に触れながら学べる場にし

よう」という思いのもと、教師や児童、地域の

方々が協力して整備されたそうです。今は、サザ

ンカが咲き、モクレンの蕾が大きく膨らんでいま

す。寒い冬を耐え、暖かい春を待っています。 

HOT 

 今年も１月９日（金）に書き初め会を行いました。書き初めの歴史は古く、約４００年前から

続いており、文字がきれいに書けるようになることを神様に願ったことが始まりだそうです。 

 どの学級でも、一筆一筆心を込めて丁寧に書いている様子は真剣そのものでした。今までの練

習でのポイントが板書されている黒板やお手本に書き込まれた気を付けるポイントを何度も確

認しながら書いていました。硬筆、毛筆それぞれに勢いのある字を書いている子供たちが多く、

今年一年の学習に対する思いを感じることができました。 

 各学年で力作を掲示しています。 

 心をこめて～書き初め会～１月９日

 

薬物乱用防止教室 ６年  
 １月１３日（火）に学校薬剤師様を講

師にお迎えし、薬物乱用防止教室を行い

ました。将来を担う子供たちが、薬物乱

用により健康的な生活を損なうようなこ

とがあってはならないということから、

全国の小学校の約８割で開催されていま

す。子供たちが薬物乱用の危険性有害性

について正しい知識をもち、正しく判断

し行動できる態度を身に付けさせること

が目標です。 

後期あいさつ運動～生活安全委員会～  

       生活安全委員会の子供た

ちを中心に、自分から先

に大きな声で会釈をつけ

て挨拶ができることを目

標に、あいさつ運動を行 

います。前期にもあいさつ運動を行いま 

したが、今回は、気持ちの良いあいさつ 

ができていると委員からシールをもらう 

ことができ、一人一人が持っている「あ 

いさつリーダーカード」に貼り、３つ集 

まったら「あいさつリーダー」になりま 

す。今回のポイントは、①自分から先に 

②会釈をつけての二つです。 

委員会の子供たちも声掛けを 

行います。本校の重点取組の 

一つでもある挨拶をさらに活 

性化してほしいと思います。 

 

 

 １月１５日に、大根の収穫をしました。３年生

は、秋に大根の種を植え、観察をしながら収穫を迎

えました。今年は、大根の育ちがあまり良くなかっ

たのですが、大きな大根を大切に抱えて持ち帰っ

ている子供たちに、どんな料理にして食べるかを

聞いてみると「おでん」「大根ステー 

キ」等、笑顔で答えてくれました。 

 気候の変動により、作物を育てるこ 

との難しさを学びました。春に向けて 

大根の花が咲くところを見ようと観察 

を続けています。 

給食への関心を高める～給食委員会～  

 子供たちが毎日の生活の中で楽しみにし

ていることの一つに給食があります。その

給食について関心を高めてほしいことから

委員会が次のような取組を行っています。 

 全国学校給食週間について知り、給食へ

の感謝の心を持つこと、食材の赤、黄、緑

を知り、栄養バランスよく残さず給食を食

べることがポイントです。 

 子供たちが献立を考えるリクエスト給食

や、地域の郷土料理、世界の料理等、食に

関心をもち、元気に生活していきましょう。 

３年 大根収穫 



 

 

 

褒める 
 

今年度もあと２か月となりました。この一年間、どの児童も様々なことを一生懸命頑張り、成長してきま

した。その歩幅は一人一人違いますが、確実に歩んできました。一人一人の成長を喜び、褒めてあげたいと

気持ちになります。 

そこで、今回は「褒める」に焦点化して書きたいと思います。 

「褒める」って一言で言っても、実際難しいですよね。私の家庭（子供達はすでに巣立ち、夫婦２人暮ら

し）では、なかなか照れくさくて褒められないです。時に感謝の気持ちを込めて「この料理すごくおいしい

わ」と言うと、「なんね、突然。気持ち悪い。なんか魂胆があるんじゃろ。」と疑われたりします。まあ私

の場合は普段から褒めることをしないから自業自得なのですが・・・。人間褒められるとやはりうれしい気

持ちになり、温かい雰囲気ができますよね。褒める達人になりたいなあと思っています。 

子どもを褒めるコツは以下の通りだそうです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

逆に、NGの褒め方もあるようです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

正しい褒め方で、優しくあったかい関係をつくりましょう。 
 

詳しく知りたい方は下記の URLへ 

引用：「ベネッセ教育情報」サイトより（ https://benesse.jp/kosodate/201707/20170721-2.html 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

子どもを褒めるコツ 5つ！ 

①些細なことでもその場ですぐに褒める 

②結果ではなく過程を褒める 

③具体的に褒める 

④「感謝」「感動」「成長を喜ぶ気持ち」を伝えることは褒めることと同じ 

⑤目を見たり、スキンシップを取ったりしながら褒める 

子どもの成長を妨げる可能性がある NGな褒め方 5つ 

①ご褒美に頼りすぎている 

②「褒め言葉」にこだわりすぎて子どもを見ていない 

③保護者のかたが理想とする行動しか褒めない 

④他の子どもと比べている 

⑤結果ばかりに注目している 

https://benesse.jp/kosodate/201707/20170721-2.html

